







　89 歳の男性，治療抵抗性の皮膚潰瘍として初発した．免疫染色および EBER-ISH によっ

























































































正常 T 細胞あるいは腫瘍性 T 細胞の存在が示唆
された．加えて CD5 陰性および CD56 陽性から
は T 細胞性リンパ腫より NK 細胞性リンパ腫が
疑われ，GranzymeB，TIA-1 陽性細胞が認めら
れることから，臨床症状と合わせて Extranodal…
NK/T-cel l … Lymphoma,… nasal… type（以下，
ENKL）と考えた．EBER-ISH 陽性であることか

















































































病態と治療 ４．NKT 細胞リンパ腫．日内会誌 
97：1595-1601，2008.
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